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本学創立 式典111周年
四
百
余
名
が
参
列

本
学
の
創
立
一
一
一
周
年
記
念
式
典
は
、
六
月
一
日
の
創
立
記
念
日
に

東
京
富
士
見
で
挙
行
さ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
科
大
学
の
バ
ザ
ー

ル
・
ア
マ
ル
サ
イ
ハ
ン
前
歯
学
部
長
へ
の
名
誉
博
士
号
授
与
式
も
あ
わ

せ
て
行
わ
れ
た
。
卒
後
五
十
年
・
二
十
五
年
創
立
記
念
式
典
特
別
参
列

制
度
（
ジ
ュ
ビ
リ
ー
５
０
２
５
）
か
ら
多
数
の
校
友
が
参
列
し
た
。
午

後
か
ら
は
創
立
記
念
祝
賀
会
が
、
近
く
の
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。（
関
連
記
事
二
・
三
面
）

表彰を受ける永年勤続者たち

モンゴル国立医科大学の校章

　
日
本
歯
科
大
学
創
立

一
一
一
周
年
記
念
式
典
は
、

創
立
以
来
の
伝
統
で
あ
る
神

式
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ

た
。
式
場
の
富
士
見
ホ
ー
ル

に
は
、
本
学
関
係
者
と
と
も

に
、
卒
後
五
十
年
を
迎
え
た

五
十
六
回
卒
、
卒
後
二
十
五

年
の
八
十
一
回
卒
の
校
友
会

員
な
ど
四
百
余
名
が
参
列
し

た
。
定
刻
の
午
前
十
時
三
十

分
、
高
橋
孝
幸
庶
務
部
長
が

開
式
を
宣
し
た
。

　
築
土
神
社
の
神
職
に
よ
り

神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
本
学

の
一
世
紀
以
上
の
沿
革
と
、

世
界
最
大
の
歯
科
大
学
に
発

展
し
た
こ
と
が
祝
詞
の
中
で

朗
々
と
奏
上
さ
れ
た
。
中
原

泉
理
事
長
・
学
長
が
神
前
に

進
み
出
て
、
玉
串
を
奉
奠
す

る
と
参
列
者
は
二
礼
二
拍
手

一
礼
を
も
っ
て
同
拝
し
た
。

　
参
列
者
を
代
表
し
て
、
中

原
貴
、
沼
部
幸
博
、
藤
井
一

維
、
湯
浅
太
郎
の
各
理
事
、

近
藤
勝
洪
校
友
会
会
長
が
お

の
お
の
神
前
に
玉
串
を
捧
げ

た
。

　
撒
餞
、
昇
神
の
神
事
を
終

え
、
神
職
が
退
場
、
壇
上
を

整
備
し
た
の
ち
、
挨
拶
に

立
っ
た
中
原
理
事
長
・
学
長

は
、
創
立
一
一
一
周
年
記
念

式
典
に
立
ち
会
え
た
喜
び
を

語
っ
た
。
式
辞
の
中
で
、
こ

こ
数
年
の
間
に
創
立
者
や
本

学
に
関
す
る
史
実
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
日
本
の
歯
科
界

の
歴
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
と
述
べ
た
（
要
旨
二

面
）。

　
次
い
で
近
藤
校
友
会
長

は
、「
昨
年
は
日
本
歯
科
大

学
創
立
一
一
〇
周
年
、
そ
し

て
創
立
者
中
原
市
五
郎
先
生

生
誕
一
五
〇
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
だ
っ
た
。
一
一
〇

周
年
記
念
事
業
も
残
す
と
こ

ろ
記
念
誌
の
刊
行
を
も
っ
て

最
終
段
階
と
な
る
。
一
一
〇

周
年
記
念
誌
と
、
校
歌
・
応

援
歌
・
寮
歌
を
収
録
し
た
Ｃ

Ｄ
、
そ
し
て
記
念
品
を
間
も

な
く
校
友
の
先
生
方
の
お
手

元
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
一
〇
周
年
記
念
事
業
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
本
日

創
立
一
一
一
周
年
の
記
念
式

典
に
あ
た
る
が
、
一
一
一
年

は
皇
寿
と
い
う
。
皇
帝
の

皇
、
エ
ン
ペ
ラ
ー
で
、
ま
さ

に
日
本
の
歯
科
医
学
教
育
を

先
導
し
て
き
た

日
本
歯
科
大
学

に
ふ
さ
わ
し
い

年
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
本
日
こ
の
式

典
に
参
列
さ
れ

て
い
る
ジ
ュ
ビ

リ
ー
５
０
２
５

の
五
十
六
回
、

八
十
一
回
の
卒

業
の
先
生
方
に

も
、
母
校
の
発

展
を
見
守
っ
て

い
た
だ
き
た

い
。
何
よ
り
も
母
校
は
、
歯

科
界
に
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
歴

史
的
使
命
と
し
て
日
本
歯
科

大
学
は
、
歯
科
界
に
人
材
を

輩
出
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
次
い
で
名
誉
博
士
号
授
与

式
に
移
っ
た
。
中
原
学
長
が

モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
科
大
学
教

授
バ
ザ
ー
ル
・
ア
マ
ル
サ
イ

ハ
ン
先
生
を
紹
介
し
、
学
長

よ
り
、
日
本
歯
科
大
学
第

二
十
号
の
名
誉
博
士
号
が
授

与
さ
れ
た
。

　
ア
マ
ル
サ
イ
ハ
ン
名
誉
博

士
は
、
始
め
に
日
本
語
で
挨

拶
し
た
の
ち
、
英
語
で
謝
辞

を
述
べ
、
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
セ
ク

レ
タ
リ
ー
の
影
山
幾
男
教
授

（
新
潟
・
解
剖
学
Ⅰ
）
が
通

訳
し
た
（
要
旨
二
面
）。

　
次
に
永
年
勤
続
者
表
彰
に

移
り
、
三
十
年
勤
続
者
十
九

名
、
二
十
年
勤
続
者
二
十
三

が
登
壇
し
、
中
原
理
事
長
か

ら
代
表
者
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
た
。
式
典
参
列
者
か
ら

拍
手
が
贈
ら
れ
る
な
か
、
表

彰
者
を
代
表
し
て
遠
藤
敏
哉

教
授
（
新
潟
生
命
歯
学
部
歯

科
矯
正
学
講
座
）
が
、

　「
こ
の
た
び
は
私
ど
も
は

永
年
勤
続
表
彰
を
う
け
、
身

に
余
る
光
栄
に
感
激
し
て
い

る
。
永
年
勤
続
と
い
っ
て
も

採
用
以
来
年
齢
を
重
ね
て
、

気
が
つ
け
ば
二
十
年
三
十
年

の
年
月
が
た
っ
て
い
た
。
永

年
勤
続
を
喜
び
と
感
じ
る
一

方
、
表
彰
状
を
い
た
だ
く
に

値
す
る
だ
け
の
功
績
を
残
し

て
き
た
か
、
と
内
心
忸
怩
た

る
思
い
が
す
る
。
今
回
の
永

年
勤
続
の
表
彰
を
機
会
に
、

新
鮮
な
気
持
ち
で
仕
事
に
励

み
、
日
本
歯
科
大
学
の
発
展

に
尽
く
し
た
い
。
ま
た
た
く

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
後
輩
た

ち
に
、
私
た
ち
の
経
験
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
お
わ
り
に
列
席
し
た
本
学

名
誉
教
授
が
紹
介
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
湧

い
た
。
全
員
で
校
歌
を
斉
唱

し
、
十
一
時
五
十
分
に
閉
式

し
た
。

　
私
は
十
二
年
前
の
平
成

十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
、

モ
ン
ゴ
ル
大
学
＝
日
本
歯
科

大
学
人
類
学
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、
東
京
校

の
矯
正
学
、
新
潟
校
の
解
剖

学
の
先
生
方
と
一
緒
に
、
モ

ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

に
行
っ
た
。

　
そ
の
と
き
は
、
モ
ン
ゴ
ル

健
康
科
学
大
学
と
い
う
名
称

だ
っ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
唯
一

の
歯
学
部
で
あ
る
同
大
学

歯
学
部
の
歯
学
部
長
を
、

三
十
八
歳
の
ア
マ
ル
サ
イ
ハ

ン
博
士
が
務
め
て
い
た
。
当

時
は
モ
ン
ゴ
ル
国
が
か
わ
っ

て
い
く
時
代
で
、
新
進
の
ア

マ
ル
が
先
頭
に
立
っ
て
歯
学

部
を
牽
引
し
、
現
在
の
近
代

的
な
歯
学
部
に
発
展
さ
せ
た
。

　
同
年
八
月
に
は
再
度
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
を
訪
問
し
、
姉

妹
校
の
提
携
を
し
た
。
モ
ン

ゴ
ル
平
原
の
ゲ
ル
の
中
で
、

私
は
ア
マ
ル
た
ち
と
一
夜
を

歓
談
し
て
過
ご
す
と
い
う
、

た
い
へ
ん
得
難
い
体
験
を
す

る
な
ど
、
本
当
に
仲
の
よ
い

友
人
で
あ
る
。

　
現
在
ア
マ
ル
は
モ
ン
ゴ
ル

国
立
医
科
大
学
歯
学
部
の
教

授
で
あ
り
、
同
大
学
の
副
学

長
、
モ
ン
ゴ
ル
歯
科
医
師
会

長
を
務
め
て
い
る
が
、
厚
生

大
臣
の
顧
問
と
い
う
立
場
で

も
あ
る
。
日
本
の
厚
生
労
働

大
臣
と
、
両
国
の
医
学
に
つ

い
て
話
し
合
う
と
い
う
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
る
と
い
う
。

ア
マ
ル
は
モ
ン
ゴ
ル
の
医
学

界
、歯
学
界
の
第
一
人
者
で
あ

り
、将
来
は
モ
ン
ゴ
ル
の
厚
生

大
臣
に
就
任
す
る
だ
ろ
う
と

囁
か
れ
て
い
る
。�

（
中
原 

泉
）

モ
ン
ゴ
ル
歯
科
界
の
第
一
人
者

　
本
学
で
は
、
二
〇
一
五
年

に
歯
科
大
学
で
は
最
初
と
な

る
「
歯
髄
細
胞
バ
ン
ク
」
を

設
立
し
た
。
こ
の
た
び
、
患

者
さ
ん
や
一
般
の
方
々
に
よ

り
親
し
め
る
よ
う
、「
歯
の

細
胞
バ
ン
ク
」
と
名
称
を
変

更
し
た
。
ま
た
名
称
変
更
に

と
も
な
い
、
新
し
い
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
制
定
し
た
。

「
歯
の
細
胞
バ
ン
ク
」
に
改
称

【生命歯学部】
１位　発生と再生／２年前期
　　　発生・再生医科学講座講師　井出吉昭
２位　歯の解剖／１年後期
　　　解剖学第一講座准教授　春原正隆
３位　生体物質の化学／１年後期
　　　化学准教授　柴田　潔

【新潟生命歯学部】
１位　顎口腔機能診断学／３年後期
　　　歯科補綴学第一講座准教授　水橋　史
２位　小児歯科学／４年前期
　　　小児歯科講師　三瓶伸也
３位　生命の連続性と遺伝子／２年前期
　　　生物学准教授　岡　俊哉

　　　　　　　　　平成29年６月１日　本学

平成28年度ベストレクチャー賞

富
士
見
ホ
ー
ル
の
祭
壇
、

神
前
に
玉
串
を
捧
げ
る

中
原
泉
理
事
長
・
学
長

アマルサイハン前歯学部長（右）に、名誉
博士号の学位記が手渡された

新しいロゴマーク
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中
原 

泉 

理
事
長
・
学
長 

式
辞

　
◆
史
実
の
発
掘
◆

　
日
本
歯
科
大
学
は
今
年
創

立
一
一
一
周
年
を
迎
え
た
。

教
職
員
、
学
生
、
校
友
、
そ

し
て
ジ
ュ
ビ
リ
ー
５
０
２
５

の
先
生
方
と
ご
一
緒
に
、

一
一
一
周
年
の
記
念
式
典
に

立
ち
会
え
る
こ
と
を
私
は
た

い
へ
ん
喜
ん
で
い
る
。

　
本
学
の
校
友
会
で
は
、
創

立
者
中
原
市
五
郎
先
生
の
伝

記
編
纂
事
業
を
二
〇
一
二
年

に
ス
タ
ー
ト
し
、
ご
承
知
の

と
お
り
二
〇
一
四
年
に
、

『
考
証
中
原
市
五
郎
史
伝
』

を
出
版
さ
れ
た
。
編
纂
委
員

の
方
々
の
熱
意
と
努
力
に
よ

り
、新
し
い
史
実
が
発
掘
さ

れ
、
正
確
に
記
録
さ
れ
た
。

創
立
者
の
史
実
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日

本
歯
科
大
学
に
と
ど
ま
ら

ず
、
わ
が
国
歯
科
界
の
歴
史

の
ペ
ー
ジ
に
、
新
た
に
一

ペ
ー
ジ
あ
る
い
は
二
ペ
ー
ジ

を
加
え
る
こ
と
で
あ
り
、
歯

科
の
史
実
を
綴
っ
て
将
来
に

継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
歯
科
大
学
・
歯
学

部
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
本
学
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
本
学
が
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
任
務

で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ

の
『
史
伝
』
出
版
の
の
ち
も

史
実
の
検
索
・
考
証
に
加
速

度
が
つ
き
、
幾
つ
も
の
埋

ま
っ
て
い
た
重
要
な
事
実
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。『
校
友

会
・
歯
学
会
会
報
』、
あ
る

い
は
記
念
誌
や
日
本
歯
科
医

史
学
会
々
誌
等
に
次
々
に
発

表
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
の
新
し
い
史
実
の

一
つ
を
ご
紹
介
し
た
い
。
中

原
市
五
郎
先
生
は
、
明
治

二
十
二
年
に
麹
町
区
麹
町
十

丁
目
八
番
地
に
開
業
し
、
翌

年
の
二
十
三
年
に
飯
田
町
二

丁
目
六
十
七
番
地
に
中
原
歯

科
医
院
を
開
設
し
た
。
現
在

の
靖
国
通
り
に
面
し
た
俎
橋

の
た
も
と
で
あ
る
。
今
は
区

民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
か
ら
十
年
ほ
ど

た
っ
て
、
鷲
山
彌
生
と
い
う

女
性
の
患
者
さ
ん
が
通
っ
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
女

は
明
治
三
十
年
に
、
麹
町
区

飯
田
町
四
丁
目
九
番
地
に
東

京
至
誠
医
院
と
い
う
内
科
診

療
所
を
開
業
し
た
。
現
在
の

飯
田
橋
の
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

の
向
い
側
の
あ
た
り
で
あ

る
。

　
こ
の
二
人
の
医
院
は
目
と

鼻
の
先
で
、
九
段
下
を
曲
る

と
五
分
で
着
く
、
そ
う
い
う

距
離
だ
っ
た
。
鷲
山
彌
生
先

生
は
日
本
で
二
十
二
人
目
の

女
医
さ
ん
で
、
結
婚
し
て
姓

が
吉
岡
彌
生
と
な
っ
た
。
こ

れ
で
も
う
お
分
か
り
の
方
は

少
な
く
な
い
と
思
う
。
明
治

三
十
三
年
に
彼
女
は
こ
の
地

に
、
私
立
東
京
女
医
学
校
を

創
立
し
た
。
中
原
市
五
郎
先

生
は
診
療
中
、
三
十
歳
の
吉

岡
彌
生
先
生
か
ら
し
ば
し
ば

多
難
な
学
校
経
営
の
愚
痴
を

聞
き
、
彼
女
に
大
い
に
刺
激

さ
れ
た
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　
◆
学
校
の
創
設
◆

　
そ
し
て
明
治
三
十
九
年
に

歯
科
医
師
法
が
公
布
さ
れ

た
。
し
か
し
、
肝
腎
の
正

規
の
歯
科
医
学
校
は
一
校
も

な
か
っ
た
。
こ
れ
を
憂
え

た
中
原
市
五
郎
先
生
は
、
吉

岡
先
生
に
「
学
校
と
い
う
の

は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
」

と
尋
ね
た
。
心
を
許
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
、
彼
女
は
「
学

校
く
ら
い
骨
の
折
れ
る
も
の

は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
」
と
い
う

よ
う
な
本
音
を
吐
露
さ
れ
た

そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
中
原
先

生
は
、「
そ
の
骨
の
折
れ
る

こ
と
を
、
私
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
う
」
と
告
げ
た
そ
う

だ
。

　
そ
し
て
明
治
四
十
年
六
月

に
麹
町
区
大
手
町
一
丁
目
一

番
地
に
共
立
歯
科
医
学
校
を

創
立
し
た
。
四
十
歳
の
と
き

で
あ
る
。
現
在
、「
日
本
歯

科
大
学
発
祥
の
地
」
の
記
念

碑
が
あ
る
大
手
町
一
丁
目
一

番
地
の
交
差
点
の
あ
た
り
で

あ
る
。
吉
岡
先
生
は
、
明
治

三
十
六
年
に
は
、
東
京
女
医

学
校
を
牛
込
区
市
谷
河
田
町

に
移
し
た
。
現
在
の
東
京
女

子
医
科
大
学
で
あ
る
。

　
こ
の
不
思
議
な
因
縁
か
ら

二
人
の
交
流
は
な
が
く
続
い

た
。
現
富
士
見
町
に
移
転
す

る
際
に
も
、
吉
岡
先
生
の
大

き
な
助
言
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
そ
の
逸
話
に
つ

い
て
お
話
し
す
る
に
は
、
本

日
は
時
間
が
足
ら
な
い
の
で

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
私
が
こ
の
二
人
の
交
流
を

知
っ
た
の
は
、
ご
く
最
近

で
、
昭
和
九
年
と
十
一
年
に

出
さ
れ
た
本
学
の
機
関
誌
の

中
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
創

立
一
一
一
周
年
の
記
念
式
典

に
お
い
て
、
先
生
方
に
最
初

に
、
こ
の
埋
も
れ
て
い
た
私

ど
も
の
先
人
の
秘
話
に
つ
い

て
ご
報
告
で
き
る
こ
と
は
、嬉

し
い
限
り
で
あ
る
。
今
後
と

も
、
日
本
歯
科
大
学
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
た
い
。

（
謝
辞
）
本
日
の
記
念
式
典

で
名
誉
博
士
号
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
大
変
な
名
誉
で

あ
る
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
一
九
九
七

年
、
私
は
初
め
て
の
モ
ン
ゴ

ル
人
歯
科
大
学
院
生
と
し
て

日
本
に
留
学
し
た
。
そ
の
と

き
に
私
は
夢
を
も
っ
た
。
い

つ
の
日
か
、
モ
ン
ゴ
ル
の
歯

科
大
学
を
日
本
の
歯
科
大
学

の
よ
う
に
し
よ
う
と
。

　
私
は
若
い
と
き
に
、
日
本

歯
科
大
学
の
理
事
長
・
学
長

中
原
泉
先
生
た
ち
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
原

学
長
と
多
く
の
日
本
人
の

方
々
の
お
か
げ
で
、
私
の
夢

は
叶
っ
た
。
日
本
式
の
歯
科

教
育
を
導
入
し
、
歯
学
部
の

み
な
ら
ず
医
学
部
、
ま
た
医

療
系
の
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け
る
歯

科
部
門
の
強
化
と
発
展
に
、

多
大
な
貢
献
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
中
原
学
長
に
深
甚
な
る
感

謝
を
表
し
た
い
。
ま
た
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
、
記
念
品

を
贈
呈
し
た
い
。
日
本
と
モ

ン
ゴ
ル
の
武
者
姿
を
描
い

た
。
中
原
先
生
は
ト
ゥ
ー
ス

ブ
ラ
シ
、
私
は
ト
ゥ
ー
ス

ペ
ー
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
絵
の
よ
う
に
、
両
国
が

と
も
に
ア
ジ
ア
の
歯
科
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
け
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
歯
科
界

　
　
　
発
展
の
た
め
に

　
Ｂ
・
ア
マ
ル
サ
イ
ハ
ン

記
念
品
の
絵
画
を
説
明
す
る
ア
マ
ル
サ
イ
ハ

ン
名
誉
博
士
（
左
）、
右
は
影
山
教
授

△

両
国
の
騎
馬

　
武
者
の
絵
画

☆
三
十
年
勤
続
表
彰

〈
生
命
歯
学
部
〉

田
谷
雄
二
（
病
理
学
）

三
橋
扶
佐
子
（
共
同
利
用
研
）

沼
部
幸
博
（
歯
周
病
学
）

〈
附
属
病
院
〉

足
立
雅
利
（
口
腔
外
科
）

小
林
さ
く
ら
子
（
矯
正
歯
科
）

三
代
冬
彦
（
歯
科
麻
酔
・
全

身
管
理
科
）

伊
藤
泰
代
（
病
院
事
務
部
）

比
留
間　

馨
（
臨
床
検
査
室
）

松
澤
澄
枝
（
歯
科
衛
生
士
室
）

大
嶋
依
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

鈴
木
安
里
（
微
生
物
学
）

永
年
勤
続
者

遠
藤
敏
哉
（
歯
科
矯
正
学
）

〈
新
潟
病
院
〉

近
藤
さ
つ
き
（
看
護
科
）

渡
辺
尚
子
（
看
護
科
）

関
口
博
一
（
歯
科
技
工
科
）

拝
野
敏
子
（
歯
科
衛
生
科
）

〈
医
科
病
院
〉

田
中
光
子
（
看
護
科
）

安
井
浩
美
（
中
央
検
査
科
）

〈
新
潟
短
期
大
学
〉

中
村
直
樹
（
歯
科
衛
生
学
科
）

☆
二
十
年
勤
続
表
彰

〈
生
命
歯
学
部
〉

菊
池
憲
一
郎
（
解
剖
学
Ⅱ
）

才
木
桂
太
郎
（
微
生
物
学
）

三
浦
奈
穂
子
（
教
務
・
学
生

部
）

〈
附
属
病
院
〉

滑
川
初
枝
（
総
合
診
療
科
１
）

石
垣
佳
希
（
口
腔
外
科
）

前
田
久
美
子
（
病
院
事
務
部
）

落
合
知
正
（
歯
科
技
工
室
）

山
下
恵
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

石
川
紀
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

細
田
久
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

若
槻
聡
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

森
谷
順
子
（
看
護
部
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

吉
村　

建
（
解
剖
学
Ⅰ
）

仲
川　

忍
（
庶
務
部
）

〈
新
潟
病
院
〉

関　

秀
明
（
総
合
診
療
科
）

石
井
瑞
樹
（
総
合
診
療
科
）

土
田
江
見
子
（
歯
科
衛
生
科
）

本
間
浩
子
（
歯
科
衛
生
科
）

畠　

由
美
子
（
歯
科
衛
生
科
）

〈
医
科
病
院
〉

大
野
直
美
（
看
護
科
）

桒
田
由
可
（
看
護
科
）

谷
内
田
香
織
（
中
央
検
査
科
）

〈
新
潟
短
期
大
学
〉

佐
藤
治
美
（
歯
科
衛
生
学
科
）

　
八
十
三
年
前
の
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
七
月
、
麹
町

区
富
士
見
町
の
日
本
歯
科
医

専
に
新
し
い
附
属
医
院
（
病

院
）
が
竣
工
し
た
。
新
進
の

建
築
家
山
口
文
象
の
設
計
に

よ
り
落
成
し
た
新
病
院
は
、

昭
和
を
代
表
す
る
モ
ダ
ニ
ズ

ム
建
築
と
絶
賛
さ
れ
た
。
飯

田
橋
駅
前
に
現
在
の
附
属
病

院
が
開
院
し
て
移
転
し
、
昭

和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
十

余
年
の
間
に
、
一
万
人
余
り

の
学
生
が
登
院
し
た
。

　
写
真
は
、
七
月
一
日
に
開

催
さ
れ
た
竣
工
記
念
式
典

で
、
右
端
は
式
辞
を
述
べ
る

中
原
市
五
郎
校
長
。
左
の
来

賓
席
に
座
る
の
は
、
右
か
ら

二
人
目
が
東
京
高
等
歯
科
の

島
峰
徹
校
長
、
三
人
目
の
和

服
姿
が
東
京
女
子
医
専
の
吉

岡
彌
生
校
長
、
左
端
が
日
大

専
門
部
歯
科
の
佐
藤
運
雄
校

長
。

1934年7月 新附属医院
落成記念式

日本歯科大学名誉博士号授与者

第１号　1964年　　周　汝川（台湾）

第２号　1969年　　P.R.Begg（オーストラリア）

第３号　1999年　　王　大章（中国）

第４号　2000年　　R.L.Christiansen（アメリカ）

第５号　2001年　　S.Chuckpaiwong（タイ）

第６号　2002年　　羽坂勇司（日本）

第７号　2003年　　A.Garfunkel（イスラエル）

第８号　2004年　　N.C.Gervasio（フィリピン）

第９号　2005年　　周　明勇（台湾）

第10号　2007年　　W.Suchato（タイ）

第11号　　同　　　C.Suchtatlampong（タイ）

第12号　2008年　　M.Von Leudinghauzen（ドイツ）

第13号　2010年　　D.M.Brunett（カナダ）

第14号　2012年　　J.M.Powers（アメリカ）

第15号　　同　　　R.Happonen（フィンランド）

第16号　2013年　　C.Stohler（アメリカ）

第17号　2014年　　村上一枝（日本）

第18号　2015年　　飯塚建行（スイス）

第19号　2016年　　周　学東（中国）

第20号　2017年　　B.Amarsaikhan（モンゴル）

　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称は略します）

中
原
理
事
長

：

様
々
な
史

実
が
明
ら
か
に
な
り
、
歯
科

界
の
歴
史
に
新
た
な
一
ペ
ー

ジ
が
書
き
加
え
ら
れ
た



日 本 歯 科 大 学 新 聞（３） 第６４５号２０１７年（平成２９年）７月３０日

立
創
学
本

110

行
刊
を
誌
念
記
年
周

　
本
学
五
十
四
回
卒
で
名
誉

博
士
の
村
上
一
枝
先
生
は
、

こ
の
ほ
ど
「
山
上
の
光
賞
」

を
受
賞
し
た
。
授
賞
式
は
六

月
八
日
に
東
京
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
、
中
原
泉
学
長

が
参
列
し
た
。

　「
山
上
の
光
賞
」
は
、
日

本
の
広
範
な
健
康
・
医
療
分

野
に
お
い
て
活
躍
し
、
よ
り

よ
い
社
会
を
築
く
こ
と
に
貢

献
し
て
い
る
七
十
五
歳
以
上

の
功
労
者
を
顕
彰
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。
二
〇
一
五

年
に
設
け
ら
れ
、
本
年
で
三

回
目
と
な
る
同
賞
は
、
日
本

病
院
会
、
全
日
本
病
院
協

会
、
地
域
医
療
振
興
協
会
、

セ
ル
ジ
ー
ン
株
式
会
社
が
共

催
し
て
い
る
。
今
回
は
鴨
井

久
一
名
誉
教
授
が
、
村
上
先

生
の
推
薦
者
と
な
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
門
で
受
賞
し
た
村
上
先
生

は
、
一
九
八
九
年
に
西
ア
フ

リ
カ
で
活
動
す
る
日
本
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
参
加
し
、

現
在
は
「
カ
ラ
西
ア
フ
リ
カ

農
村
自
立
協
力
会
」
の
代
表

を
務
め
て
い
る
。

　
村
上
先
生
は
マ
リ
共
和
国

で
、
独
自
の
支
援
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
れ
は
、「
人
に
頼

ら
な
い
で
、
自
分
の
力
で
健

康
に
生
き
て
い
く
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
地
域
密
着
型
の
支

援
で
あ
る
。
井
戸
掘
り
か
ら

は
じ
ま
り
、
栄
養
源
と
な
る

野
菜
栽
培
、
植
林
活
動
、
教

育
の
普
及
や
女
性
に
適
し
た

技
術
の
指
導
を
行
い
、
女
性

の
収
入
獲
得
を
実
践
し
た
。

マ
リ
共
和
国
で
は
、
村
上
先

生
ら
の
活
動
に
よ
り
、
女
性

識
字
教
師
、
助
産
師
や
女
性

保
健
普
及
員
が
誕
生
し
た
。

健康・医療分野等で活躍するシニアを顕彰する
「山上の光賞」第3回授賞式は、パレスホテルで
催された。写真中央は、村上先生、右は中原学長

瀟洒なデザインの110周年記念誌

　
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
で

は
、
五
月
に
『
日
本
歯
科
大

学
創
立
110
周
年
―
新
た
な
る

序
章
・
中
原
市
五
郎
先
生
生

誕
150
周
年
と
と
も
に
』
を
刊

行
し
、
校
友
会
員
や
関
係
各

機
関
に
配
布
し
た
。

　
同
書
は
校
友
会
記
念
誌
編

纂
委
員
会（
倉
治
隆
委
員
長
）

が
、
一
昨
年
よ
り
編
纂
事
業

に
着
手
し
、
こ
の
た
び
上
梓

し
た
。
本
学
創
立
一
〇
〇
周

年
以
降
の
十
年
間
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
、
本
学
の
現
況
、
都
道

府
県
・
学
内
校
友
会
の
活
動

報
告
、
昨
年
挙
行
さ
れ
た
創

立
一
一
〇
周
年
記
念
全
国
校

友
大
会
の
記
事
や

写
真
な
ど
を
満
載

し
た
。
Ａ
４
判

一
六
〇
ペ
ー
ジ

で
、
純
白
の
表
紙

に
刻
ま
れ
た
十
一

本
の
半
円
は
、
本

学
一
一
〇
年
の
軌

跡
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
昭
和
三
十
九
年
制
作

の
45
回
転
レ
コ
ー
ド
に
収
録

さ
れ
た
、
本
学
男
声
合
唱
団

に
よ
る
校
歌
・
応
援
歌
・
寮

歌
を
、
最
新
の
技
術
で
復
元

し
た
Ｃ
Ｄ
も
同
時
に
配
布
し

た
。

　
創
立
一
一
一
周
年
記
念
式

典
祝
賀
会
は
、
午
後
一
時
よ

り
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
中
原
泉
理
事
長
・
学

長
が
挨
拶
に
立
ち
、
続
い
て

近
藤
勝
洪
校
友
会
長
は
、
母

校
の
益
々
の
発
展
と
参
会
者

の
健
勝
を
祈
念
す
る
と
述

べ
、
乾
杯
の
言
葉
と
し
た
。

次
い
で
名
誉
会
員
の
朝
比

奈
敏
行
先
生
（
三
十
七
回

卒
）
と
、
光
安
一
夫
先
生

（
四
十
七
回
卒
）
が
紹
介
さ

れ
た
。

　
歓
談
の
つ
づ
く
な
か
、

五
十
六
回
卒
の
町
田
裕
子
先

生
か
ら
、
ご
尊
父
の
町
田
忠

正
先
生
（
二
十
五
回
卒
）
撮

影
の
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
ム

が
中
原
学
長
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
五
十
六
回
卒
、
東
京
・
新

潟
の
八
十
一
回
卒
の
各
ク
ラ

ス
の
代
表
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
思
い
出
話
や
謝
辞
が
あ

り
、
沼
部
幸
博
法
人
理
事

（
生
命
歯
学
部
教
授
）
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
た
。

村上一枝先生 「山
さんじょう

上の光
ひかり

賞」

ＮＰＯ・ボランティア部門で受賞

校
友
会

１
ワ
ン
・
ワ
ン
・
ワ
ン

１
１
周
年
記
念
祝
賀
会

校
歌
・
応
援
歌
・
寮
歌
の
Ｃ
Ｄ

記念式典には特別参列制度（ジュビリー５０２５）により56回卒

の37名、81回卒の東京校20名、新潟校27名の84名が参列した。

（上写真は56回卒、中は81回卒東京校、下は81回卒新潟校の先生方）

111周年を祝う！乾杯の発声は近藤校友会長

△級友たちとの歓談の輪が広がる▽

△閉会の辞を述べる沼部教授

△�『考証中原市五郎史伝』を紹介する
藤井重壽校友会副会長（右）

▽25回卒の学生時代の写真アルバムを手渡す町田裕子先生

中原理事長・学長の挨拶

校友会名誉会員の朝比奈（右）、光安両先生



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （４）第６４５号２０１７年（平成２９年）７月３０日

「Foreign Affairs」本学を紹介
世界で最も権威ある米国国際誌

　
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
は
、
去
る

五
月
二
十
七
日
に
総
会
を
開
催
し
、

近
藤
勝
洪
現
会
長
を
再
任
し
た
。
近

藤
会
長
は
、
昭
和
四
十
年
本
学
卒
業

（
第
五
十
四
回
卒
）。
平
成
二
十
三

年
（
二
〇
一
一
）
か
ら
校
友
会
長
を

務
め
る
。

　
日
本
歯
科
大
学
歯
学
会
は
、
六

月
三
日
に
総
会
を
開
催
し
、
新
潟

生
命
歯
学
部
歯
科
補
綴
学
第
二
講

座
の
渡
邉
文
彦
教
授
を
会
長
に
選

任
し
た
。
渡
邉
新
会
長
は
、
昭
和

五
十
二
年
本
学
卒
業
（
第
六
十
六
回

卒
）。
同
年
六
月
、
新
潟
歯
学
部
歯

科
補
綴
学
教
室
第
二
講
座
助
手
、
講

師
、
助
教
授
を
経
て
、
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）教
授
に
就
任
。歯
学
会

で
は
、
理
事
、
副
会
長
を
歴
任
し
た
。

校
友
会
会
長
に
近
藤
先
生
再
任

歯
学
会
会
長
に
渡
邉
教
授
新
任渡邉歯学会会長　 近藤校友会会長

賞状を手にする坂元非常勤歯科医師
掲載されたForeign Affairs 96(4) 
July/August 2017の表紙

　
医
学
の
先
駆
者
に

　
　
　
　
　
と
ど
ま
ら
ず

　

日

本

歯

科

大

学

は

一
九
〇
七
年
、
中
原
市
五
郎

博
士
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
再

生
医
療
の
分
野
に
お
け
る
先

駆
者
と
し
て
の
名
声
を
確
立

し
て
き
た
。
日

本
歯
科
大
学
は

二
〇
一
六
年
、

創
立
一
一
〇
周

年
を
祝
い
、
医

学
の
最
大
の
課

題
、

す

な

わ

ち
、
い
か
に
人

体
の
各
部
を
再

生
す
る
か
と
い

う
課
題
に
挑
む

こ
と
で
、
次
の

世
紀
に
目
を
向
け
て
い
る
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
数

が
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
は

人
口
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
な
か
で
、
日
本
で
は
老
年

医
学
の
重
要
性
が
増
し
て
き

て
い
る
。
そ
の
人
口
統
計
上

の
課
題
よ
り
前
に
、
高
齢
者

に
対
す
る
歯
科
治
療
数
、
特

に
歯
周
病
と
む
し
歯
の
治
療

数
は
毎
年
増
加
し
て
き
て
い

る
。

　「
二
年
前
、
日
本
歯
科
大

学
は
世
界
初
の
歯
の
細
胞
バ

ン
ク
を
設
立
し
た
。
様
々
な

疾
病
の
治
療
の
た
め
に
、
乳

歯
由
来
の
幹
細
胞
を
活
用
す

る
こ
と
に
は
大
き
な
可
能
性

が
あ
る
と
、
私
た
ち
は
考
え

て
い
る
。
各
国
は
人
口
統
計

の
急
速
な
変
化
に
直
面
し
て

お
り
、
再
生
医
療
は
生
活
の

質
を
維
持
す
る
た
め
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ

う
」
と
中
原
泉
学
長
は
説
明

し
た
。

　
日
本
歯
科
大
学
は
日
本
最

大
の
歯
科
大
学
で
、
二
千
人

を
超
す
学
生
、
千
人
を
超
す

教
職
員
を
有
し
、
卒
業
生
は

二
万
人
を
超
え
る
。
ま
た
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
、
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
、
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
大
学
、
パ
リ
大
学
、
タ
イ

の
マ
ヒ
ド
ン
大
学
等
と
の
提

携
な
ど
、
い
く
つ
も
の
国
際

的
な
連
携
を
築
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
中
原
は
、
単
に

医
学
の
先
駆
者
で
あ
る
こ
と

に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
大
き

な
使
命
を
も
見
据
え
て
い

る
。
日
本
歯
科
大
学
は
世
界

最
大
の
歯
科
大
学
で
あ
り
、

ま
た
再
生
医
療
の
分
野
を
発

展
さ
せ
て
い
る
中
で
、
社
会

に
対
す
る
自
ら
の
責
務
を
認

識
し
て
い
る
。
日
本
歯
科
大

学
は
東
京
に
多
摩
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
開
設
し
た
。
そ
こ
は
、

高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
患
者

の
口
腔
衛
生
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
造
ら
れ
た
、
日
本
で

唯
一
の
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ

る
。
日
本
歯
科
大
学
は
ま

た
、
歯
科
治
療
を
受
け
る
す

べ
を
持
た
な
い
人
々
が
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
新

潟
に
訪
問
歯
科
診
療
科
を
開

設
し
て
い
る
。

　
生
命
歯
学
の

　
　
　
　
パ
イ
オ
ニ
ア

　
日
本
歯
科
大
学
は
、
校
名

と
学
部
名
を
「
生
命
歯
学
」

と
い
う
言
葉
が
入
る
名
前
に

変
更
し
た
。
歯
科
医
学
は
生

命
体
を
学
ぶ
学
問
で
あ
り
、

歯
科
医
療
は
生
命
体
に
か
か

わ
る
医
療
で
あ

る
。

こ

の

た

め
、「
生
命
」
と

い
う
語
が
校
名

と
学
部
名
に
加

え
ら
れ
た
。
こ

れ
は
学
生
や
歯

科
医
師
を
鼓
舞

す
る
こ
と
に
役

立
ち
、
ま
た
患

者
が
歯
科
医
療

に
対
し
て
、
新

鮮
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
よ
う
働

き
か
け
る
こ
と

に
な
る
と
、
私

　
附
属
病
院
総
合
診
療
科
の

坂
元
麻
衣
子
非
常
勤
歯
科
医

師
は
、
去
る
六
月
十
日
、
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催

さ
れ
た
第
三
十
五
回
日
本
顎

咬
合
学
会
学
術
大
会
・
総
会

で
、
優
秀
発
表
者
賞
、
カ
ボ

デ
ン
タ
ル
賞
、
論
文
賞
の
三

賞
を
同
時
受
賞
し
た
。

　
優
秀
発
表
者
賞
は
第

三
十
四
回
日
本
顎
咬
合
学
会

学
術
大
会
・
総
会
で
報
告
し

た
「
咀
嚼
と
発
音
障
害
に
対

し
て
機
能
回
復
を
行
っ
た
症

例
」。

　
カ
ボ
デ
ン
タ
ル
賞
は
第

三
十
五
回
日
本
顎
咬
合
学
会

学
術
大
会
・
総
会
で
報
告
し

た
「
咬
合
支
持
域
を
喪
失
し

た
患
者
の
フ
ル
マ
ウ
ス
リ
ハ

講
　
師 

澤
田
　
幸
作

新
潟
病
院
口
腔
外
科
併
任
を

命
ず
る
（
新
潟
生
命
歯
学
部

先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
・
顎
顔

面
骨
臨
床
応
用
学
）

講
　
師 

小
林
英
三
郎

新
潟
病
院
口
腔
外
科
併
任
を

命
ず
る
（
新
潟
生
命
歯
学
部

口
腔
外
科
学
講
座
）

Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
外
来
医
長
を
命

ず
る

平
成
二
十
九
年
七
月
一
日

 

本
学

辞
　
　
令

　
姉
妹
校
で
あ
る
タ
イ
の
マ

ヒ
ド
ン
大
学
か
ら
、
三
名
の

小
児
歯
科
専
門
研
修
医
（
レ

ジ
デ
ン
ス
）
が
、
六
月
五
日

か
ら
の
二
週
間
、
新
潟
生
命

歯
学
部
小
児
歯
科
学
講
座

（
関
本
恒
夫
教
授
）
で
研
修

を
受
け
る
た
め
に
来
日
し

た
。
三
名
と
も
、
マ
ヒ
ド
ン

大
学
で
既
に
小
児
歯
科
を
研

修
中
の
女
性
歯
科
医
師
で
あ

る
。

　
日
本
で
の
小
児
歯
科
診
療

の
現
状
や
診
療
内
容
に
非
常

に
興
味
を
持
ち
、
熱
心
に
研

修
に
臨
ん
だ
。
タ
イ
で
は
、

未
だ
乳
歯
列
期
に
お
け
る
齲

蝕
罹
患
率
が
高
い
た
め
、
歯

内
療
法
や
乳
歯
冠
修
復
処
置

を
行
う
こ
と
が
多
く
、
保
隙

処
置
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い

と
の
こ
と
で
、
ク
ラ
ウ
ン

ル
ー
プ
や
可
撤
保
隙
装
置
に

関
心
を
抱
き
、
そ
の
製
作
に

も
熱
心
に
参
加
し
た
。

　
小
児
歯
科
の
研
修
以
外
で

は
、
日
本
の
文
化
に
も
興
味

が
あ
り
、
休
日
に
は
他
県
に

ま
で
足
を
延
ば
し
、
神
社
巡

り
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
タ

イ
で
は
数
年
前
か
ら
日
本
食

ブ
ー
ム
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
が
数
多
く
で
き
て
お
り
、

彼
女
達
も
日
本
食
に
関
し
て

は
一
通
り
の
知
識
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
実
際
に
新
潟

に
来
て
味
わ
っ
た
日
本
食
は
、

タ
イ
で
食
し
て
い
た
も
の
よ

り
も
は
る
か
に
美
味
し
い
ら

し
く
、
毎
日
の
食
事
が
と
て

も
幸
せ
だ
と
話
し
て
い
た
。

　
研
修
終
了
後
、
修
了
証
の

授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
最
終

日
の
お
昼
に
は
日
本
食
の
調

理
実
習
（
た
こ
焼
き
）
も
行

い
、
最
後
の
交
流
を
楽
し
ん

だ
。
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、

新
潟
で
の
小
児
歯
科
研
修
は

よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と

と
思
う
。

（
新
潟
生
命
歯
学
部
小
児
歯

科
学
講
座
　
黒
木
淳
子
）

小児歯科研修を終えて、関本教授たちと

マ ヒ ド ン 大 学

◇レジデンスを迎えて◇

坂
元
（
東
京
総
診

）
非
常
勤
歯
科
医
師

日
本
顎
咬
合
学
会
の
３
賞
を
受
賞

　
本
学
で
は
七
月
一
日
付
で
、

新
潟
病
院
に
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
外

来
を
開
設
し
た
。Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ

は
、M

edication-related�
O
N
J(O
steonecrosis�of�

the�Jaw
)

＝
「
薬
剤
関
連
顎

新
潟
病
院
に

　
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
外
来

本
学
で
は
、
こ
の
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
の
国
際
誌
『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
か

ら
取
材
を
受
け
た
。
三
月
一
日
、
新
潟
生
命
歯
学
部
に
香
港
支
局
の
Ｆ
・
パ
シ
ェ
コ

記
者
が
訪
れ
、
中
原
泉
学
長
と
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
セ
ク
レ
タ
リ
ー
の
影
山
幾
男
教
授
（
新

潟
生
命
歯
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
た
。
本
学
を
紹
介

す
る
記
事
は
、
今
夏
発
行
の
同
英
文
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
米
人
識
者
に
よ
れ
ば
、
一

ペ
ー
ジ
で
も
同
誌
に
掲
載
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
特
筆
に
値
す
る
と
い
う
。
掲
載

記
事
の
和
訳
全
文
は
次
の
通
り
。

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
症
例
」。

　
論
文
賞
は
「
咀
嚼
と
発

音
障
害
に
対
し
て
機
能
回

復
を
行
っ
た
症
例
」
で
、

二
〇
一
六
年
十
月
発
行
の
日

本
顎
咬
合
学
会
誌
第
三
十
六

巻
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

た
ち
は
心
か
ら
信
じ
て
い

る
。

　
こ
の
先
駆
的
な
一
歩
が
、

歯
科
界
自
体
に
お
い
て
も
患

者
の
間
で
も
、
歯
科
に
対
す

る
意
識
を
根
本
的
に
変
え
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
　
生
命
歯

学
部
・
新
潟
生
命
歯
学
部
）

骨
壊
死
」
の
略
称
。

　
現
在
、
骨
粗
鬆
症
の
治
療

に
用
い
ら
れ
る
ビ
ス
フ
ォ
ー

ネ
ー
ト
製
剤
や
、
が
ん
治
療

薬
が
引
き
起
こ
す
顎
骨
壊
死

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
へ
の
対
応
の
た
め
Ｍ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｊ
外
来
を
設
置
し
た
。

医
長
は
、
口
腔
外
科
学
講
座

の
小
林
英
三
郎
講
師
。

新
潟
・
医
の
博
物
館
で
取
材
に

応
じ
る
中
原
学
長
（
中
央
）

フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ(F

oreig
n
�A
ffairs)

は
、

ア
メ
リ
カ
の
外
交
問
題
評
議
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
が
発
行
す
る

外
交
・
国
際
政
治
専
門
の
隔
月
発
行
の
政
治
雑
誌
で
あ

る
。
一
九
九
二
年
に
創
刊
さ
れ
、
国
際
政
治
関
係
の
雑
誌

と
し
て
最
も
権
威
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
度
を
調
べ
た
世
論
調
査
で
、「
最

も
影
響
力
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
」
の
第
一
位
に
選
ば
れ
た
。

世
界
最
大
の
歯
科
大
学 

唯
一
の
生
命
歯
学
部


